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ท

LUIT

材料店で
は
かな金で手に

入るものでも、それを手にかけ

て自分の手で語ったとなると自ら

のっ
てる。

金を出しても
店にはないも

手の方が遙かに

品を

ノックアウトする
なんて云

記
が出
てるから、自

必ずしも下するには寄らない。

かと思ふと、稀には既製品
の

作り方を
紹介する。

して金と手間が
掛からない

それが
せめてもの
であ

200
ところで遊具
としては、会

(これは本を切るのと

金を切るのと、
ドリル、

材料
としては、木片、

(
主として
板)
ボール

なお手製
カメラ

を造って
悦に入ってゐるにもあ

る。
つまり自己の所
とい

をしたの
最適)、

てゐるもの
ばかり、

それとこれは中で一番大切なこと

たが、手工的に

どう足を
するのだちうけれ

人々
すべてを
つくこぼす

これだけ揃ってゐたちは何

か
んやである。

引用五



(焦 用 大

に

2

ゴム

25×

215 ×2
2 には開合の

しのあ穴 の -6-ズたが中り中その 固くけをじ あまう
さいのだけ小 のにこx でるンぶれ

する

レンズ フード 1

3

つや

の

光と言って分の不要

!

影の場合等は必要欠くべか

きるのを防ぐ
のべかか

レンズ
フード

目の包装
5

ゴムバンド



自がりよい方を

ンズへ
込む部分には、

から 命に
つくりへ

各部門の指導者 として初心者 に好適
当行後 ・寫眞機の知識と選び方 ・ 書

と 赤外線 寫真
「螢 三 番 人物寫眞 の 研究 ・ 製河内给一起考

・廣告 ・ 塗
警五 線 ・最新寫真 術 入門 芳太郎署
* 小型映畫の構成 要

・新聞寫 眞 實際

アサヒ

カメラ

叢書

入酸 ・ トリック寫眞の作 の方 が書大久保 山 者
・夜間 撮影 の 實際

↑ ライカ の新技法
書 の 際
空便九十衣料・ 四

第十二番・寫真 薬品 の知識・長宮
清潔

十三 ・スポーツ 寫眞術 ・西橋 武太郎著

3
フィルター及びアタッチメント ・ホルダー

角型ホルダー いてる
文字り
アイルありヒア

さばの木片。

本園 の ボール



5セルフ タイマー
電謝 を利用したセルフタイマー
を利用したセルフタイマー

撮影の 合 シャツ三罩 シャツターの

こな
けし 振るあ演 を 見す ながるあーる け園 との に 滑そは穴は ばにのこと な 部鉄 ので訪れ4るれば部 を かけて の で影 はる 針する 考三で 、 とはる 。。ここでた ?穴 のいれめの 許てはいつ三 は部 のの て もら車を 男のるり [め にそ古 のだす は
とけ のつる をたいせだ同 イドは時 すではにつ察ので 方 で金 に

ット)は電
の をほそ か磨!しなけけのそざい今 の と

るる ひがイタと ルン電 る 板 にら 出

なり
立つ。

つた

距離 計
A

H-
10×100

るる では計の主なる正の餅は 中正下ともになで確かなルビル に ちる木り 近
こ ている 分 までれ長 のイかさや 自由の作り方蛭るうちは目 の 板 のは国土 の

上 高い あつ☆ ファインダー大 高行る か の 他 のにこをり開 すれらのこ D前 に十侵入れは 目極めんのめげに〇八 〇は●か は 大胆ら動か りのりかつたのてか 最高 分との60 の まる の で
揺るで中 のる そも う 指運の のるり 色 と な 額 で 上にれ小 と を おには るの 片 が

のもを使時 使用入れはし整用 の です関 での目ののぼく あこ う20約 7 日 にる 離れせこの と 豆 をがた米 示 のか 分識



オムペン

ゴムバン
カメラ 預 珊 驳

「

アサヒ

グラフ

6

料十五角の木片。深い

(これは

出て
I

作り方
使用
カメラの場合

の枠を及び)このすば

(III)前かとのこ

ものを選び、そ



7
す にこ にれ第

木ににこそ のる レーを ほ役 を 片れれ にし と 目 を の入場オン の 枠 の 吾るズする者 の構 で に◎のにるせす下 をあ は滑走 は るる 部 用 は全
のりそいつ 光ャ をブ

方 に 色す 。部 し 甲高 ぐ立のるの す 腹 の分 上つと 上 でで 。 表示な でかが又 よか時あはのすいもら はいら各 編 は 第
8 ブリキの小

暗箱 と 蛇腹
7

枠 入 の
レンズ側「 する及び

る。

すると
す

のた

でもなくと



8 依 す ににニャ をて 取結

8

か
I

く

その日は上記の場合この
10

となるのである。
長さはレンズの

書でレンズ部に
過するのである

つけ
個人を
同時
この板の一

口も徳の を木の るる !用片 依カ にてき とも シ に ラ
支をヘレ
に押さ 四へを 紐 を け 上し の好設 とう 本様下 は たけ てへそ つちのば行下そし 牧 で 端ので 小

はあサンたる ズ の片木の五は

「シャッター 閉[シャッターを掛けた [シャッターが落ち た

10 +da
-5d-

レンズと シャツター
8

レンズの ボール

I

レンズを用ひシャ

と併せて物を撮影す

ⅢⅡ

13
レンズ



10
輕便 三 脚

ポケット 2

15cm11cm

雲台 と パノラマ雲台
9

パノラマ
指針

指針

子を 曲 はらる 板
分でれの10cm を開[メ 付 標本 は 園 の かけ2やる に !たかるめ ラ にも

と に も
3 の附乳峰 でも・木 る 免れ子の もな具は便で箱のどを 木 三このこ かけ にのそれに 、を にし に で この安景の

まかれで 声 を安は 分足 にき び定手 に で つる をすて の

ポケット用三は樹木、木の
さ
ばかりの木片。 る

分る でか入番 のつめの 用
要はない。撮影につて 仕容は 十

れは四の木片をそれさみその 子るとこ 子 をれにのそり が三うよちりらき をあは 眼 の
ニ のうてき 子なほ次 同 の

子 さ
10愛と
パノラマ

上下左右に自由にでは
パノラマ

3×3×8の木片。

影の際に必要欠くべか

こ で
作り方

し

2 -6cm-

3
をするのである)それ子で
める。誰と

けられたと
するの

ですし 木 四 三
「 麺ので手ちるの し 立る カ法メ にで 片とでなの旅のやつ る 。れメレはを の外部にみ込るす の

むのだ

15cm.



閃 先 器

切込み

本片

12

計劃金のブ外
煙草の
木片

3 切れ込み静 に の 白 十 二回り で が プ狀造 は数す生 ! ひるずは の 3 ° せてb る影 御火 め法の 先「は斑 端 に部 を うつなを てばな た形
ばかりの
切れ込みを込 の 台 にみに厚板 身 のをはさ
るマS 5チで美 こ の 水 と し た にぬ やし き形 に でき て 目 の シに なつ 閃技便をい て 光秋ブに箱 はあし 。彼はネる 依由 ム に 紛のり し たこの 合 ず に その岡本 べる餅は さ の 役に〈 人 のに 登 止パのきめ我ら に注 人 に曲 の ソれは すげ丈ド のけ方

古

11
カメラ ケース
I

のい 2

カメラ及び
商品を

ゴムバンド

むうそやす 13 ゴムバンド

てるネ
度か影 や セン だ 整はに で止



13
投 光 ランプ

用町 :

台
支柱

に

材料
ソケットの
コードの木片

家庭に
於ける夜間の撮影

める。利の で下る ル穴でもこ 支 !あのの大 や に ほでは にた込め射部ルのるしのあき大す 。 むに 用にと けはと いた釈

で同をた。附るンニ にけ
すす のネネ の用

7のは上記の

12
さちウ・慣れ 来 あきら 又は酒を含ませた それに少量の酒

そ夊くまし
のの のる!
あく 火持 に
震支持 具

☑ コノチニクル
⣌� 叉 器スキツチカ メラプリ の 支柱

込む込 )

ブリホ ブリキ

6

既
の中心

8 とのがされるコード

電
回路に示す

され、これにて、



14
又クㄐㄧㄚ (衝立 ) による一人工光線

による撮影の折

13

P14三隆



室
15

明
く一揆に

材料
25 及び島(

近距離むらな
する装置。台

の木片ランプ
中

電器用
ケットンドコード等文字通り

に装置する

M°材料
ボール紙又は薄板。木

片天。プリ版。国 複寫湘潮明裝

正方形の木あけ、こ
用の小型開ける。

この孔の口は
カメラの

レンズのロに
等しく

れる
先
に示すやうな形

合板を造り
にこの

3
の中央に

れに
電ケットを

る。五、厚さ
四〇
板
、長を造り

を
あけるで

この二個これを
同様麗

ずで台に
、更に

この腕の先端には光

ランプを
取る。丁度

のみのやうなものが

れるのである。

豆電球からの
ハレー

ションを防ぐため、これ
レンズ
フードを

けて置く。
これぞ

ムバンドでカメラに固定

する4
電源には池又は

ひるが、その配電

は4に示す通りであ

る。

作り方
全部をふのである

から
より少し大き目
・ては、るだけ

ボール
は板

これに木製の

更
なるも
よしならば全

包装紙で重にも
りその上にラメを

る。

す

ける。この枠の外側の

寸法は恋の内法にし

くする。これを
ブリキ製

金でに
取付ける

枠には頭の
「
小には、

その上に木を取付

だが、くその

挿入出来る

に天の

うにして置くと便

装置し

(AL)
+8

する

同色
の

(1)

取付け、中で

と
に矩形の穴を

さ、
それに木製の枠

光材料の
ひ、赤、黄、

その中へ着色
装置する。詰り

に交換
出来るやり

にする。

間に於ては
太陽光線によ

用
ランプとなる
この
は、太陽する

である。(

利用

2右は
外し自の

だが、これはの如くとてもよい。

(11)



18
排 帶 用 暗 實

2てのけ

ゴムバン

の

あけ、これに

鉛板父はず。
特にこの箱の中で行へ

の代用をするの

17
乾板 交換 用 サック

腕の

トップを開けたば



暗室 用 ランプ

と て

19
18

「 ケツ ) な の

厳取 し 光の光

ゴムバンド“前部 の- 色ガラス

ゴムバンド不用の時に は

ボール のの



2121現 像 用 保溫 器

1方な

たい にがです 。あのこだで ますがれし現しみにめいや重な 最のけ にに現なれ所 は !塩釜 は 裏側 !用 な のらか像果な のの

化 學 秤
20

あがる 形 で心 金 け
で届け に

Π

で できる か たち は 、たか し定 のので 下 ら のいい び角 は3
キ はなやいう枠 に C面 箱 に に尖る 下 上版は らく 23 愛し 面 るか3にけた

あるとし たいる のその
だれ に 方 にる し 艺术だめて で 枠 要は

板 中 針 をつそたを2

百の の も のを に 小なめてりのい だ細い 針りる L

でを 開きさみ取のを 付 がた留 計分けある 目 で
する小型

などを飾る。

材料

の減

ブリキで造る 。 資料 呢ける

分期



23現像バット用運動台

簡易現像時計
台

2

が用

に留めるもの

面へ
留めるのである。

い成るやるか

22
現像 バット

ボール

フイルム印紙の



25
ロールフィルム現像装置

2 との るう 上現
同上 ののイ

五の
引き

実に長い
で現像定着す

IV 味を つける
木製の
フイルム

サイ に福部上るル留 分 に でれの兩 こめる で は 仕を開ける
針4 13 [金長やげ金 をイン定 も4 リニイ. さち 太 の ハル と必ののをつ ラでヘムラ 。は イ を

12

ひられる。(IV)といて、他の
のムるく でれ 長 方こ場 仕 もつ さ の形引 と 上 来 てはて泳ぎ はに ラフ ににの 一級 ライたり の 曲 と ライド ! むの 方 が

ゴム

本片

24
現 像 用 乾 板 掛
I Π

木製 の 枠 船 の枠
2 るつこ

片げ団 法 う げ
4作用 」大こバはは金 乾板のツ全 4 で 板 にて 造掛のの 接通すりる。「 な もがす

3

同じ大きさの

きるの を形 は 板

用枚

で留め

亜鉛板の折り方



25
の代りに、木片に
で

留めるもの。IIIは
引きの針金

イルムを安くる用をす

る。
11156

ものには更に合理的な方

柱がある。即ち

(太さ五)を6個の

うに曲げて作ったもの。
7木板でのやうな箱を

Cの部分で針金
を
送り、現像液をした

ら、その民
に対し
フイル

そこへ
クリップ

をゴム
バンドで結び
掛を入れるのである。

け、その
クリップでアイ

ふまでもなくこのタ

ル
を挟むものであ
シクは
バラフイン及びラ

る。

ックで
仕上げる。

の
でCの部分

の二個の木片で
その木の上に書

フイルムの端を

るのである。
タンク

タンクとして
なものは
これ等の

フイルムをその
現

をした
形の

器の中へ浸すのだが

CH及び3の型に

曲げた針金は
その

硝子器の様へ掛けて
現像した乾板、
フイルム

印紙を
する際に必要

装置の種々
材料
木片
木坂
クリップ

それでは
フィルム

タンクの内面に

れて、その部分に現像

むらを作る惧がある。

そこでの
くには本

上からは折り

曲げた針金で
フイルム

を抑へるやうにする。

が、更に
タンクの底に

をあけ、使用した現
水着
をそこ

から
出せるやうにし

て置けば先
である

その
ゴムを用ひ

3 クリップ

2
作り方しに

する
本格子

1二本の木の上に面を

三角に創った木のを

し、これをホ
で留め

る。その大き厳って

少し余る
ぐらひの程度。

一方の木の裏面に

は
に調を断ってし

込
むやにし、
を結び

格子がその方

向に傾斜する中に

る。水洗用の
バット

2版でのやうな箱を作

り、その
近く
をあ

交換
し、こ

バットの中へ
り込

むと互に
取り合って一向

に水の効果が暴がらな

いことがある。で
はる

場合には何にしたらよ

いかといふに、
1木の様に一定の間隔を

置いて眞を幾つも
その各に々
クリップ

、これにイ
印紙を挟む。か

水をした。

ットの上にすのである

2
ロール・
フイルムの場

合にはロール
フイルム

現像装置の項で述べた?

イルム
現像タンクが

その
水の折にも利

出来る
なかつ

れにゴム栓を癒す。
大きさに現像用乾板

がに中へ入るやうに

計する。

だがこの
たならば、4の如く

になった
フイルムの端を

金製の
リップで留め

フイルム及び
印紙用の装置

カット
フイルムや印同時に何
これを大型の洗面器の中

へ入ればよい。

ク

8



フイルム乾燥

安の
目 の タ愛で 集めで のの本 水

28

フィルム形

NO

針
27

機関 の 切込み

切込み

のり の 。 低り狹

この場合
は必ず

むな部

のののい形をたのあ穴 の針べる

の
へ切 のすこ切れるれり込分 の

更に
三
ばかりの切

り、
反
にはみを使 厚切は

2
印畫新金钠んだところ
3 郷里 の穴
コル



30
萬能 マスク付

(バネ

内容をぎる。

・又はビロード

印 薹 乾燥器
その間 へ紙を振込む

29

これに張ると
比較的乾

した
紙のが 幅 を乾燥

所で多を乾燥し
便が

3 2に うれ丸穴を T字せ ます を
1な風に 自込を木の丁合× には み 着く字 の梨 の 角本け にのによ片 さる が約

木る・現 の狗丸
×4の木片本。

材料木の丸
長二十人の 喋る 切間

間はあころへ を 話

えら

る の 13×18



いたもの

32
ス ク

ロロ子の上に黒紙 を貼る それを 付けて ぎざぎざ の現像 し た ものを貼った
表フィルム

これれわけてて 先方 と そこ法い要れれ 先に ふの を によもやす 紙 が は「切思い とぇらす重つつぶ
こ 便 の

あ押 をる

印
のにつて

板書を包んで

作り方
3

プリンター( 付器) 31

は来るてるが子 に り 高つ の紙で作っ た
に マスクに クイす のコル ににけ印 中歌る イ を 様印 を につか

可ךא 可

脚への 利置 付 は し 色る< 替用
付 にに につけまはに色ある 便 で を 父

材料
本庁の
子。電球及び

同一の板から何も
る時に用ひ

2
糖



34引 使用 補助 装置
✓ 込用 の特

ラン ロールフィルカメラ用
パール菓子 ゴムバンド

ポール

修 正 台
33

子
による反射光を利用

二十五
中央 木 の



35
水平 式 引伸 器

ランプハウス!

34

一

ロール
フィルムをふる場合

外側寸法

を
入れる

春
のように上部に

できる中の寸法)

6.5×9
、その

のついたものを板で
面に貼り
ける
ボール

る。この
8.5×9
紙の枠は
込む時の

外側の寸法はTII
に
合せる。

天
板

より短くする。

この板の上に
面

らに
ボールの枠を

貼合せるのであるが、そ

内は
大さより

各
発短く、即ち5.9

ロール
フイルムを用ふる

枠と
フイルム

むに注意

とする。
かるそ

一方の方は、枠の上部

をあけて
そこから

板を挿入するやうに

又
を
した折

の留金としてプリ版の

舌を開ける
86.5×9
の

さうとする時に

は、板の中に

入する枠を造ればいと。

構造は全て板枠に同カメラ、ランプハウス
の。 に立

さ一一五二O1140x

木片衝立用の板
その他

ColeΗ

作り方

立は約40×50の鑑

先づ
カメラ、引体補

ランプ
ハウスを

これは顔のや
で
に
留める。

ロール
フイルム用の

二五
この台は

三〇高
カメラをふる時は、か

幅は一五〇

中へ入れ

見る通り型のもので
上
は
分か

めに設計する。

ある。この上部の板には

穴をあけ、そこ
から子

ランプ
ハウスを合

せるやうにする。
同時に

この板の前には木片で

カメラを固定する
付ける。
)

2
次に右の台を移動され

るる。これは

さ、幅は
より二

くし、その
には一

木片を
付ける。

この
上に置かれ

た台は、この木片をレー

ル
として
スムース

にくやうにする
のであ

る。

ある。
しては立に

影する
に
を

正に
大したものでな

ければならない。このた

には
ランプ(L)黒板

(N)
カメラの
レンズ

(3)衝立(B)の各中心

を
結びつけたは常に一

であることを愛し、

この線は
及び衝立に

で
なければならな

い
ちこの
上に

ある
と
は
正に

行を保つことが必要で



36
垂直 式 引伸 器

「ランダハウス

で始める
金具

カメラ
材料2×5の。

ランプハウスを垂直に重ね木片

(3

3 2びけ附はね に にこよし や1 本 ・未子 し 下 の ピるける 車のろ て こうほるそうこにがし
岡 中時 を 8

を 見る にて のけの 便の 図 を金 な 台 体 にけ こ で を定保 本 を 二長い の はて長 し た の こわ顔 を 時 無 時折 も くるむ た し 木のた
守る が 印 と 端の型の 子 が調を踊る に を 置に来で 水の折沿いるこ る び ール にし て 個 のす一 の そば には つる木 隠しで子 よ 上下 る その はあまいへに この 湯の 台 小に いかを外でけ 板つあ へ

諦める 木片を てが

35

5
118B ONL

ボツクスカメラ
よる



ランプ ・ ハウス
購入す

から
すると

ものは殆んどでない。

この不均
等にす

るのが
ランプ
ハウスの

目である。
材料

及び他に

本
の
タケット

ロール
フィルム
を用

る場合

20その中央にー
x16

の穴を
強く。

大の

この内面は日
で
仕上げる。
タン

●
ベタスの内面はんて

その
穴の
白
ペンキ で
仕上

に、族で引
を押込
むける

ランプ
ハウスの
一
で立

ランプ
の

ら、これには

る。(

この

加されるか

が!のである)その

開けるに

必要がある。

に
する二

の

のアイ
その
作り方
に示す

り、
木片を

タメント
中心に、この

宿内

穴の上に

く。

ける。その

で

フ
トラック
仕上げま

ランプ
の
して
注意
するこ

の
は、
この間な

この分のである



39
垂直引伸器用衝立(高能マスク台) 水平引伸器用 衡 立

鐵路
中間に分

38

「 の

心 人 の
枠 を入する



40

d d

8

演と 画
映

壁+五・定銭 + 五

اسلسل

40
引伸 用 焦點 鏡

にの 組

8

ンのズニ貼と 表

神 から の光線

直 ここをの は の も

作り方

別に言って正な
4×4の

き寸法の木片を



41
すししか れる わて に 水に 。 そ外かんづ 依 なに部か での つに 一 本 で の

へ 耐 れのか● 木 は の 柔らを 優にそこにす で投 瑠 ます名作 選び 閉頭 に値 を入物 すら
の の 子を

そこ
ではもい で るを に 今あのに 時 介 は こ は !る 水 にのくられ 、 軸断ら は ち て本の明本にて 時 に剣 入 ご 亘の位置れれ れ のにるるる 方、 子 と の 爽 と する安用やし とそれみの るにはあ降車 た これがる はし る なしだで立にいたがえて に

しこものか る 例は なし で

ソケツト

時計 スキッチ
41

ソケット

時計 の ステアリングスキッチ ソケット水 スキッチ
スカツ の原 時計 を入れる

スキッチと時計
アケット
電線。スプ は1 しに を

や 3 2だれの や 富度 の こて心 のた の こ を 手次に いる桜 れ ぞを 外れにに に その汗 は の はかの をに釘ドう 中を 装をく 稻ドら箱の の の 時 に その 太 のち釘 の計 はす に必ず に う 正 をいせめで と での石るむる に 面 の かる 。万国 人へ 針にはめるの で 、 金代 のでも でち酢にあ図る ドロ遊べる ののこ た が丁 中 とつ 箱 しる
時計 の

ここ すそをは節断の と で とる れ「 はたにえ の に かてれ な 要で し に贈る ッ ツ語れ水 ・ん こだれのに ・で で は癖は園 の 人を 切つる られ に死に て れ

b はし 先す この盤には間に

上部の穴の一本だけは譲
るやうにする。

先に切って置いた にを はく は が
結 のせびけ やすのがをる方 える丸 にれく がは 板

の高さの二分の一に附杆げで に は 胴 木で ?一つ の に
4 **の ツチ

の



ご

4222
丸 はらい に も すく
はず翼の を見つ

こと
へる の大きなかるい リン

蜜 光 用 引伸 器
42

牛 を挿入する

ド を挿入する入する

カる かでに

くにメ へれたこと は 更に夏の よが設いはず。寄る だっ間 か をつの

3

一瞬しかびぬ場合

2

これは別の光線にす



43 43
大 付 器

ランプハウスを貯める心中そへて上も ヶ角 留 かなで らみづけ と さ は外いたたかり 光学園 ではららし に してがが ほつは ビ 台板何 る 心来の 編 の を中つの ク でを さを 張れ壁 なるた そそれほ

質は 組を 貴方

ランプ

隱版龙入れる

光 の ちらカメラ

電話

2 中 町ずず

材料
木片及び 大半の小なる場合。(小

を
合せるがない。

おける 別 の個

の一種であるが

の
の
合

の



物の のしんかたの 高「 顔る の

44
乾板・ フイルム保存

16 .

8
wwwww

と

44

こ に こ はの はうる

めしのの 踊る ルへかイ の

新 んだ

うにするとい
でに示すやりなのの す

ら 紙合いへでに
ハバイヒラルカフ袋イのむかの

のへを知作ぶり 厚卵 ・

乾
フイルムの
保

つてけ にィな
材料

ポールバ



46
艶出 ローラー-

800-

下 のルでに紙上ッさ板曬 六つ
甘未蛋 廳

面にすたにし にこの穴五柄木 て 用の けの 中 を 探人 を さもひざる を あの手む 五立て
2き

結る

圓 し にす 正るのいる は のの〈 穴 さの 代 やは

用象つそふめ て たん
出

見 らす愛いけにちは氏 のれる で八 と に ル

に必要な本の瞬間(但し内部の
を
ける
光を着ける

木 の

45
フエロタイプ)

どうすぞるすくる 。「 か
本を読る。底板に

組立て
に際しては

スプリングルた出合
印紙を破い

る ! こ に とく闘録 しや 高すたのに アリーの自

の

るば厚 かののX蛋耗の
約20×25の丈夫な

14の側面の板の上
込むのである。すな の へはに板金 の ベアリング



48
印書 ・原板検査鏡 (ルーペ)
I Ⅱ

ボール

截 斷

かほめ二仮 のの だ外 の が 朝 のはがその 板2幅 レレ とりされ 1 方 はや意切 大小 この 上 の留子 がズは ! すばめで らそ等ズのズボ のれしを とこ ドボ月全 熱 での にら1年 で 1に と 膠 木 と の片間の見番 をするの じ きじ 直す も 四 用 たさ片 ルでけの木 あ× 2
する2

でる 間 に葬送の赤す ぼる 形はこを か レの任

器
47

板 がに に板たる やけたを見ら 便 に 、用 は の 木法 に
千ではるでの下 にそすビル る付つ が読 なる

んだ刀 の木の間 に
陪 子 椒

うめこ!見る の上 寸ば方すさね上 に間同時に台板には脳の

断するには、上の板に印

けた
との
脳をく 一で

ばていのか

2

するものである。

したをギザにすと だし て

IR



50
ステレオ・スコープ( 鏡 )

88SYA

開始

双

した。

49
双眼 ( ステレオ )用雲台

道 をつける出会

のの と

I I

子の
方は
固く

子 の



MEMO
50

を見るといふ
白い方法

面に映るのが正で
詳しいデータは

他の
方法去ってい

簡易な方法が

で見る方法で、片面に旅

度の角度に二枚の
申报

a-70-75°片面 に 顔 をつけた中
中药
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